








































































































































































を思うと、日本語の大きな特色といえると思う。     




































を思うと、日本語の大きな特色といえると思う。     

















一である。金沢美術工芸大学（Kanazawa College of Art）、美術工芸研究所（Research 








industrial arts 以外に decorative arts, applied arts, studio crafts, functional 









なぜ工芸が Industrial arts なのかについては、フランス、パリのポンピドゥーセ





















してみる。① 用、② 素材技法、③ 志向性、④ 原義、⑤ 差別化、⑥ 解剖学、⑦ 造
形思考、⑧「なにを」より「いかに」、というものである。 
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 『The Oxford English Dictionary』では、クラフトとは「人間の技術、自然に対立
－ 53 －





「美術」なる言葉は元來支那にも日本にもなく、明治の五年頃に英語の Fine art 獨逸語の Die 
schöne Kunst 佛蘭西語の les beaut arts を直譯したものと考へられます。（中略）英語で‘Arts 
and Crafts’卽ち「美術と工藝」と云ふ字句を最初に用ゐたのは有名な William Morris と彼の
友逹であつた Cobden Sanderson との二人でありまして、實に一八八八年の事でありますから、
まだ五十年近くよりたつてゐないのであります。（中略）實は Art と Craft との二つの言葉は昔
は全く同一の意味に使はれてゐたのです。此の二つの言葉の原意は共に‘Skill’「技」の義で、
‘Art’の方は‘Arm’卽ち「腕」と語源が一つで、日本語でも「腕きゝ」等と云ひますが、Art
は腕のあること、技あることを意味し、Craft の方は獨逸語の Kraft と同じく力と云ふ意味で、
力量のあること、技術にたけたことを意味したのであります。それ故是等二つの言葉は殆ど區別
なく使はれてゐたので、此の長い習慣を破って、是等に區別をつけ出したのは、實にモリス以來
の事なのであります。（中略）實際古い英語では Artsman と Craftsman とは同一の意味がありま
した。それは共に技術者とか職人とかと云ふ意味で、Artsman は今の Artist 美術家の意味では
ありませんでした。        （柳宗悦 1946 『美術と工藝の話』、p.18-24、桃山書林） 
 
⑤  差別化 
19 世紀中葉から芸術至上主義的な考え方のもとに、〈美術〉が〈純粋な芸術的表現を
もつもの〉と考えられ、結果的に工芸の方が取り残された。英語で美術のことを fine 









産業は時代の主役だった。その中で industrial arts というのは、時代の花形であり、
美大を卒業した優秀な人は industrial arts を目指し、劣等組が fine art を目指した
という。industrial arts が産業革命の花形として fine art よりも上位にあるという
感覚については、前述のパリ工芸博物館（Musée des Arts et Métiers）の紹介を参照
いただきたい。 
－ 54 －
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（佐藤道信 2003 「縄文と工芸」『21 世紀は工芸がおもしろい』、p.145-146、求龍堂） 
 
⑥  解剖学 
Richard Guyatt は Head, Heart, Hand に分けてアートを考え、デザインは頭 Head、
美術は心 Heart、工芸は手 Hand のはたらきが中心になるとした。(Richard Guyatt; 










arts よりも craft に近く、design に遠いと考えられる裏付けになっているのだろう。
逆に欧米では Industrial arts と design は密接で、大学のシステムやカリキュラム
の名に craft よりも applied art の語を用いている例が多い。 
－ 55 －

















































































しこみ、③ 水の文様、④ 絵と模様、⑤ 見得・吹抜屋台・鳥の目、⑥ 離見、自己度外





















































































































































































































ニア出身のワンガリ・マータイ（Wangari Muta Maathai, 1940-2011）によって世界的
に有名になった環境用語「MOTTAINAI」の「もったい（物体・勿体）」で、物の本体、物
のあるべき姿の意であり、それを失するということが本来の「もったいない（無駄にな


































































「花 無心にして 蝶を招く」という境地が、新たに理解できたような感覚があった。 
 
図 9 『福本繁樹作品集、愚のごとく、然りげなく、生るほどに』 
（2017 年、淡交社）、撮影：来田猛 
図 10 広島現代美術館で開催中の特別展〔交わるいと、「あいだ」をひらく術として〕 
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 心理学者のミハイ・チクセントミハイ（Mihaly Csikszentmihalyi, 1934 年- ）によ








  フロー体験の構成要素 
1. 達成できる見通し  
2. 専念と集中 





8. 時間経過の感覚が変わる  
























(2018 年 2 月 3 日、生活美学研究所本年度第 4回定例研究会における講演に基づく) 
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大阪芸術大学教授 小野山 和代 
 
「瞬」というテーマで指定討論者の依頼を受けた時、ジャクソン・ポロックが頭をよ
ぎった。彼は天才ピカソ超えるにはどうすればよいか試行錯誤を繰り返した。たどり
着いたのがアクション・ペインティングだ。それまでカンバスはイーゼルに立てて描
いたが、床に広げるスタイルに変えた。その上を動きのまま「瞬時」に絵の具を垂らす。
カンバス上を「鳥の目」になり作品を生みだし彼独自のスタイルを確立した。ポロック
のことを考えているとき、学生の制作風景が目にとまった。日本の染色はポロック以
前から布を水平にして描いているのではないか！あたりまえと思っていたことに心が
震えた。 
先生は日本の心を、ほろびの美学、染み・滲み・たらしこみ、流水紋、雨、炎、画と
紋様、見得・吹き抜け屋台・鳥の目、見所より見る所の風姿（離見）、叙述における自
己度外視、もったいない、できる、なるほど、意識的と無心など広範囲に論じられた。
－ 65 －
